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導入事例

企業情報

導入目的

使用状況

感想

株式会社インフィニット・グロース様（大阪府）

留学生が安心して生活するために、
防災・防犯の遠隔サポートが目的
留学生が生活する学生寮に不審者が侵入したことを機に、学生を
災害や事故から守り、安心して日常生活を送ってもらえるよう、
防犯カメラの導入を決めました｡

日常生活の場なのでプライバシーに配慮する一方で、安全管理も
怠れません。施設内でもし異常があったら、ライブ映像と音声を
モニタリングしながら適切な指示をおくりたいと考えました。

大阪市を中心に学習塾を運営、また国内外で日本語学校を展開しています。
外国人学生の日本での進学や日系企業への就職を支援する想いから、日本
語教育を通じて、世界と日本の架け橋となる人材育成に尽力されています。

大がかりな設置工事が不要で満足
安全管理はもちろん日常のやりとりで良効果も
まず、できるだけ大がかりな設置工事を避けたく、かつ簡単に
使える防犯カメラを探していたので、大変満足しています。フル
HD品質のきれいな映像でモニタリングできて、安全管理の目的
も達成できました。

加えて特筆したいのが、双方向音声機能です。ライブ映像を見な
がらカメラ側の相手と会話できる機能で、普段も気軽に声をかけ
合えて、学生とのコミュニケーションがより円滑になりました。

出入り口にカメラを向けて人の動きを追尾
ビューワー機能を使ってパソコンでも映像確認
施設内の出入り口付近にカメラ 1台を設置しています。
出入りする人の動きを逃さぬようモーション追尾機能を有効に
して、360 度自動追尾するように設定しました。また前方だけで
なく後方モーションセンサーも有効にしています。

スマホでカメラ映像を見るための初期設定は、アプリをインス
トールして自分で設定しました。また、ビューワー機能を使って
オフィス内ではパソコンでも同じ映像を見られます。

なお録画は、長期間の保存は必要なく異常時のみ見返せれば問題
ないので、本体装着のmicroSD カードのみに録画しています。

ダウンライトを１つ取り外して設置
（設置工事は、電灯スイッチを入切しても
カメラ電源は常時ONとなる変更のみ）

インフィニット・グロース社本社（大阪府大阪市）

モーション追尾機能+アラート通知を有効に
して、何か異常があったとき通知を見返せる

外国人留学生の”もしものとき”に備えてカメラを設置
双方向音声機能で日常のコミュニケーションも向上
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